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≠降　漁期　の　サ　ン　マ　に　つ　い　て

Ⅱ　　卵巣卵の径と数について

堀　　　義　彦　・　高　橋　　　悼

本邦太平洋側を列島沿いに北上，南下するサンマの主を漁期は9月から12月にかけてであれ　その漁

期は例年道東沖にはじまってしだいに南に移れ　常磐沿岸で終漁となるが，この期間に漁獲されるサンマ

は，最近急減し，昭和44年にはわずか5万トンにすぎなかった。その魚体をみても．体長5□厄肌前後の

いわゆる大型魚はほとんど漁獲されず，27cm前後以下のいわゆる中・小型魚主体と浸っている。

一方，最近のサンマの研究は東北区水産研究所を中心に，関係各機関による組織研究と売ってお力，各や

担当者が参集して，研究・調査の方法・情報交換・研究発表および漁況・海況の一予測などが検討・討議さ

れている。そして，最近の漁況悪化については，漁獲（とりすぎ1の影響よカも，再生産状況の悪化にあ

るとする意見が多いように思われる。

著者等は地理的条件から，主として漁期後半の調査を継続しているが，ここでは卵巣卵の径と数の観察

結果を報告する。

本論に入るまえに，標本を送っていただいた，千葉県水産試験場・安原宏氏，岩手果水産試験場・岩間

宝作氏に厚く糾し申しあげ，本報告の校訂を御願いした．当水試場長・斉藤不二彦氏に感謝いたします。

材料及び方法

供試卵巣は50m以上，卵巣採取魚の体長範囲は22～55の仙　卵巣重量範囲はD・1～a7gであるが－

ここでは体長5口の前後，卵巣重量0．5～8・7g，7D桜本の観察結果を示した。

供試標本はいずれも昭和44年に採集したものであるが，採集月は5月・8月・9月であれ　5月が千　や

葉県鴨川の定置網で50篠本，占月が岩手県釜石沿岸で流し網によって20標本，9月が道東沖で樺受納

によって20標本（茨城県都珂湊港に水揚）である。なお卵巣重量の高いものは5月とる月，低いものは

9月に多い。

卵巣重量はすべて採集直後に削定した値であわ，卵径はホルマリン画定後甲ものを万能投影器によって

1D倍あるいは5D借に拡大して計測した。また，卵巣の両葉は区別せず，卵の歪みのために短径を測る

こととし7㌔卵数は分離・識別容易な卵について，半量（重量で）以上を数えて全数に換算したが，卵数

の少ないものは全数を教えた。

観卑郎菓
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図1　卵巣卵の卵径範囲

卵径の測定結果を出現卵の卵径範囲で示した（臥1）。〇・5g前後以下の卵巣では投影岩下で核が透

視され，全体が白色で．径n・2～D・5御の卵（以下微小卵と呼ぶ）がみられ，〇・5～1－0gでは，微小卵

とともに．やや黄色で不透明を，0・5～0・7綱の卵（以下小卵と呼ぶ）かみられた。1g以上になると，

黄色不透明で分離，識別の容易な，径1聯前後の卵（中卵と呼ぶ）が，小・微小卵とともに観察され．2

g台でも同様であった。5g以上になると，中卵までの段階の卵巣とともに，黄色透明で，てんらく糸の

発達した。径1．5～2．D稲乱の卵〔大卵と呼ぶ〕を有し．同時忙中卵以下の卵を有した卵巣が観察された。

5～8g台までの卵巣では中卵までの卵巣と，大卵を有している卵巣の両者があったが，7g台では大卵

と小・微小卵のみで，中卵は明らかでたかった。恵か．8g台の1例軋　径でみると大卵に近いが，不透

明で．てんらく糸も未発達であった。

以上の結果を卵径組成の模式鼠として示したのが，図，2の1～Vであれ1・皿のノ」＼・微小卵はⅢ～

Vでもみられ　ⅢとⅣはう～d g台で重複し，8g台の1例はⅢに相当する。

表1　　放出卵塊　〔8月21日　　釜石沖で採集〕

標 本番号 模 本 重 量 卵　 数 平 均 卵 径

（g ） r死花）■

A エロ 2．0 5 占 1．5 9

B 5．8 8 9 D 1＿る7

C 4＿□ 1，5 7 7 1，5 5



－2　ムー

ここで，流し網によって採集された，放出後間もないと思わ

れる卵塊について述べると（表，1），卵は黄色透明で，てん

らく糸によってからみあっており，平均卵径は1・占制前後を示‘

し，すでに述べた卵巣卵の大卵とはほ似ていた。

乳　2の区別に従って，Ⅲ～Vの大卵と中卵の平均卵径をみ

ると（凶，5），皿の卵径（中卵1は．卵巣童の増加とともに

増大しておれ　4g前後で大卵に近い径と在っているが，Ⅳの

中卵は1融前後の径を示す例が多く，むしろ，低い重量の卵巣

で大きい径を示していた。大卵はiV・V　ともに1．銅糀前後の

径を示していたが，lVの低い量量の卵巣に大きい径を示してい

る例があった。

大．中卵の数をみると（乳　4），両卵とも卵巣重の高いも

のほど卵教も多い傾向があれ　もちろん同一重量では中卵の方

が多かった。中卵は1g台から8g台の範匹で1000粒から
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図2　卵径組成模式図
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図5　大，中卵　の平均郎径

5D08粒で．一方大卵は5g台から7g台の範囲で数粒～2ロロD粒であった。Ⅲ・Ⅳの中卵数はと

くに差がないように思われたが，11「の大卵はVの1500～20【】D粒より少浸く．数粒以下の例を除い

ても5D n～900粒であっち　薇か，／」、・微小卵の定量的観察は行わなかった。
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考　　察

サンマ卵巣卵の卵径．卵数については，すでに久保（195い

．HとItanaka r19581等の詳しい報告がある。当観察

の結果はこれら従来の報告と大差をいと思われるが，祷られた結

果から，次のようを推定を行った。

卵巣卵はl→Vの順に徳行するが．訓で第1回の放出があると

考える。このときの卵巣重量を4g前後からd g前後，放出卵数

を5DD～1000粒程度とすると．放出による卵巣の重畳猟軋

卵貢量の実測値かよひ表・1の卵重量から，2～5g程度と推定

dlされ，放出後の卵巣は重量5g前後の皿と浸る。ただし，このと

き小数の未放出残留卵があるとⅣとして観察される。つまれ　こ

こで示した観察例のうちの5g台のⅣで，大卵の数粒以下の例に

相当する。また，小遠目　95d）も2g台で放出直後と思われ

る卵巣の観察例を報告している。第1回放出後の卵巣は再び中卵

が増大してVとなるが，その卵数からみて．第m回故山時卵巣重

量は第1回のそれより高いと推定され　恵かには1口数gに遺す
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図4　大，中卵の卵数

るものもあるはずである。

以上の推定で間泡となるのは，乳　4で第1回放出数に対応する中卵が示されていたいことであわ，測

定法，試料のとりかたたどの板討が必妾である。また，推定どお＿りとしても，前後の産卵の時臥寿命と

売る卓での産卵回数一放出教委どを明らかにしなければ豪ら夜レ0

小林等〔1988）はサンマ成魚の生活を．卵巣量量をめやすとして，索餅肌　産卵準備軌　産卵期に

少区別し，それぞれの生活の特性を論じている0これらの各期を当観察の結果と対応させると・1が索餌軌

は，皿が産卵率偏執1†，Vが産卵期と怠るが，すでに述べた産卵回数の推定にもとづけば，ⅣとVの間

にⅦがあり，1段階加わることになる。しかし，著者等の現在の実践段階では，それぞれの成熟段階に対

応したサンマの生活を具体的に検討するまでにはいたらなレ。



図5　　各卵巣卵の大きさの比較
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摘　　要

1．体長50の犯前後のサンマから採集した，重量D・5～8，7gの卵巣に含まれている卵の径と数の観察結

果を述べた。

2．卵の形態および卵径の観察結果から，卵を4つに区別し．それぞれの卵の有無に上って卵巣をl～V

に大別した。

5．放出直後と思われる卵塊の径と形態軋　卵巣卵の大卵のそれとほぼ同じであった。

4．卵数は中卵が18・□0～5，08D粒，大卵が叡粒～2．0【】D粒で，Ⅳの大卵は少たく90n粒以下で

あった。

5．1産卵期の産卵回数を2回と推定し，放出卵数は袈1回よカも第皿回の放出数が多いと推定した。

㌦　占．産卵回数の推定が正しいとすれば，成魚の生活周期は．前後の産卵期の中間の段階があると考えられ

る。
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